
詳細仕様書 

 

１ 対象機器 

 誘発反応測定装置納入  一式 

   （機器構成については中央手術室誘発反応測定装置納入仕様書「３ 納入機器」を参照） 

 以上、運搬・搬入･設置・設定、調整及び動作確認を含む 

 

２ 誘発反応測定装置の仕様 

 （１）誘発反応測定装置は以下の仕様を満たすこと。 

・厚生労働省が定める「脊髄誘発電位測定等加算（3,630点）」の算定対象となる機器である

こと。 

・整形外科領域における脊椎固定術、内視鏡下椎弓切除術、脊椎内異物（挿入物）除去術等

の脊椎・脊髄手術のほか、術中神経モニタリングを必要とする各種手術において、持続的

かつ経時的に使用可能であること。 

・電気刺激、音刺激、光（LED等）刺激の各刺激装置を標準で装備し、術式やモニタリング

目的に応じて選択・併用が可能であること。また、電気刺激においては、刺激出力ユニッ

ト（ポッド）等を介して刺激部位を選択的に制御できること。 

・高入力インピーダンス、高感度、低ノイズ特性を有する差動増幅器、および商用電源から

隔離されたアイソレーション部（患者接続部）を有し、微弱な生体信号を安定して増幅・

デジタル変換できること。 

・手術中において、各種誘発電位（運動誘発電位、体性感覚誘発電位等）の測定、平均加算

処理、および連続波形取り込み等を行い、診断補助情報を画面表示にて提供可能であるこ

と。 

・手術室における電気手術器（電気メス）等の周辺機器との併用を考慮し、混入する高周波

ノイズへの対策（電気メス等によるノイズ干渉の抑制機能やミューティング機能等）がな

され、安定したモニタリングが維持できること。 

（２）その他 

・設置後、病院の要請に応じ、医師及び病院職員に対して技術指導を行うこと。 

別紙 


